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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年7月16日(2015.7.16)

【公開番号】特開2014-95731(P2014-95731A)
【公開日】平成26年5月22日(2014.5.22)
【年通号数】公開・登録公報2014-027
【出願番号】特願2012-234185(P2012-234185)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/10     (2015.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   7/04     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    1/10     　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｆ    1/1335   ５１０　
   Ｃ０８Ｊ    7/04     ＣＥＹＫ
   Ｂ３２Ｂ   27/30     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月27日(2015.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクリル樹脂からなる熱可塑性基材上に、ハードコート層を有する光学フィルムであっ
て、該熱可塑性基材と該ハードコート層との間に、ハードコート層形成用組成物に含まれ
るバインダーと基材のアクリル樹脂とを含む浸透層が設けられたことを特徴とする光学フ
ィルム。
【請求項２】
　上記ハードコート層の膜厚が１μｍ以上であり、且つ、ハードコート層と浸透層の膜厚
の合計に対するハードコート層の膜厚が、１０％以上９０％以下であることを特徴とする
請求項１に記載の光学フィルム。
【請求項３】
　上記ハードコート層を形成するためのハードコート層形成用組成物が、（ａ）ポリマー
成分を含んでいることを特徴とする請求項１または２に記載の光学フィルム。
【請求項４】
　上記（ａ）ポリマー成分が、導電性ポリマーであることを特徴とする請求項３に記載の
光学フィルム。
【請求項５】
　上記ハードコート層形成用組成物は、さらに（ｂ）同一分子内に２個以上の不飽和二重
結合を有するモノマー、（ｃ）光重合開始剤、（ｄ）有機溶剤を含有することを特徴とす
る請求項３又は４に記載の光学フィルム。
【請求項６】
　上記（ｂ）同一分子内に２個以上の重合性基を有するモノマーのＳＰ値が１７～３０で
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あることを特徴とする請求項５に記載の光学フィルム。
【請求項７】
　上記熱可塑性基材のアクリル樹脂が、下記式（１０１）で表されるラクトン環単位、
【化１】

（式中、Ｒ111、Ｒ112、Ｒ113は、それぞれ独立に、水素原子又は炭素数１～２０の有機
残基を表す。なお、有機残基は酸素原子を含んでいてもよい。）
または、下記式（１０２）で表されるグルタル酸無水物単位構造
【化２】

（式中、Ｒ31、Ｒ32は、それぞれ独立に、水素原子又は炭素数１～２０の有機残基を表す
。なお、有機残基は酸素原子を含んでいてもよい。）
を含むことを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の光学フィルム。
【請求項８】
　偏光子と、該偏光子の保護フィルムとして請求項１～７のいずれか一項に記載の光学フ
ィルムとを少なくとも１枚含むことを特徴とする偏光板。
【請求項９】
　液晶セルと、該液晶セルの少なくとも一方に配置された請求項８に記載の偏光板とを含
み、前記光学フィルムが最表層となるように配置されたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】
　アクリル樹脂からなる熱可塑性基材上に、ハードコート層を有する光学フィルムの製造
方法であって、前記熱可塑性基材上にハードコート層形成用組成物を塗布することにより
、該熱可塑性基材と該ハードコート層との間に、ハードコート層形成用組成物に含まれる
バインダーと基材のアクリル樹脂とを含む浸透層形成することを特徴とする光学フィルム
の製造方法。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
［１］　アクリル樹脂からなる熱可塑性基材上に、ハードコート層を有する光学フィルム
であって、該熱可塑性基材と該ハードコート層との間に、ハードコート層形成用組成物に
含まれるバインダーと基材のアクリル樹脂とを含む浸透層が設けられたことを特徴とする
光学フィルム。
［２］　上記ハードコート層の膜厚が１μｍ以上であり、且つ、ハードコート層と浸透層
の膜厚の合計に対するハードコート層の膜厚が、１０％以上９０％以下であることを特徴
とする［１］に記載の光学フィルム。
［３］ 上記ハードコート層を形成するためのハードコート層形成用組成物が、（ａ）ポ
リマー成分を含んでいることを特徴とする［１］または［２］に記載の光学フィルム。
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［４］　上記（ａ）ポリマー成分が、導電性ポリマーであることを特徴とする［３］に記
載の光学フィルム。
［５］　上記ハードコート層形成用組成物は、さらに（ｂ）同一分子内に２個以上の不飽
和二重結合を有するモノマー、（ｃ）光重合開始剤、（ｄ）有機溶剤を含有することを特
徴とする［３］又は［４］に記載の光学フィルム。
［６］　上記（ｂ）同一分子内に２個以上の重合性基を有するモノマーのＳＰ値が１７～
３０であることを特徴とする［５］に記載の光学フィルム。
［７］　上記熱可塑性基材のアクリル樹脂が、下記式（１０１）で表されるラクトン環単
位、
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